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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】自走式農業用灌漑車両を提供する。
【解決手段】自走式給水車１、自走式補助車２、および
スプレーシステム３を含み、自走式給水車１は、移動す
るための走行設備１１、支持フレーム１２、支持フレー
ム１２に設けられて送水ホースを巻くためのウインチ装
置１３、および支持フレーム１２に設けられて水を輸送
するためのポンプ装置１４を含む。スプレーシステム３
は、一端が閉鎖した送水管、および送水管に均等に配置
されたノズル装置を含む。送水管の入口端はポンプ装置
の出力端に接続され、送水管の閉鎖端は自走式補助車２
に設けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
自走式農業用灌漑車両であって、自走式給水車（１）、自走式補助車（２）、およびスプ
レーシステム（３）を含み、
　前記自走式給水車（１）は、移動するための走行設備（１１）、支持するための支持フ
レーム（１２）、支持フレーム（１２）に設けられて送水ホースを巻くためのウインチ装
置（１３）、および支持フレーム（１２）に設けられて水を輸送するためのポンプ装置（
１４）を含み、
　前記支持フレーム（１２）は、第一支持フレーム（１２１）および第二支持フレーム（
１２２）を含み、前記第二支持フレーム（１２２）は支持フレーム（１２１）の上端に設
けられ、かつウインチ装置（１３）は第一支持フレーム（１２１）に設けられ、ポンプ装
置（１４）は第二支持フレーム（１２２）に設けられ、
　前記スプレーシステム（３）は、一端が閉鎖した送水管、および送水管に均等に配置さ
れたノズル装置を含み、前記送水管の入口端はポンプ装置（１４）の出力端に接続され、
送水管の閉鎖端は自走式補助車（２）に設けられ、
　前記自走式給水車（１）に動力装置（１０）が設けられ、前記動力装置（１０）は、動
力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、複数の出力駆動軸（１０２）、複数の伝動
接続装置（１０３）を含み、前記動力装置本体（１００）は、動力エンジンまたはモータ
ーのうちのいずれかを使用することができ、前記駆動装置（１０１）は、ギアボックスを
採用し、動力設備本体（１００）の出力端はギアボックスに接続され、走行設備（１１）
の回転駆動軸（１１１）は、１つの伝動接続装置（１０３）によって１つの出力駆動軸（
１０２）に接続され、ウインチ装置（１３）の中心軸の一端には第一連動ギア（１３０）
が設けられ、前記第一連動ギア（１３０）は第一ベルト（１３１）によって１つの出力駆
動軸（１０２）に接続され、前記ポンプ装置（１４）のファン軸の一端に第二連動ギア（
１４０）が設けられ、前記第二連動ギア（１４０）は、第二ベルト（１４１）によって１
つの出力駆動軸（１０２）に接続され、
　前記自走式補助車（２）の走行構造は自走式給水車（１）と同じである、ことを特徴と
する、
自走式農業用灌漑車両。
【請求項２】
前記動力装置（１０）は、動力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、２つの出力駆
動軸（１０２）、１つの伝動接続装置（１０３）を含み、前記動力設備本体（１００）は
、モーターを採用し、走行設備（１１）の回転駆動軸（１１１）は、伝動接続装置（１０
３）によって１つの出力駆動軸（１０２）に接続され、前記第二連動ギア（１４０）、第
一連動ギア（１３０）はそれぞれ、第一ベルト（１３１）、第二ベルト（１４１）によっ
て別の出力駆動軸（１０２）に接続される、ことを特徴とする、
請求項１に記載の自走式農業用灌漑車両。
【請求項３】
前記動力装置（１０）は、動力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、２つの出力駆
動軸（１０２）、２つの伝動接続装置（１０３）を含み、前記動力設備本体（１００）は
、モーターを採用し、走行設備（１１）の前輪の回転駆動軸（１１１）は、１つの伝動接
続装置（１０３）によって１つの出力駆動軸（１０２）に接続され、走行設備（１１）の
後輪の回転駆動軸（１１１）は、別の伝動接続装置（１０３）によって別の出力駆動軸（
１０２）に接続され、前記第一連動ギア（１３０）は、第一ベルト（１３１）によって１
つの出力駆動軸（１０２）に接続され、前記第二連動ギア（１４０）は、第二ベルト（１
４１）によって別の出力駆動軸（１０２）に接続される、ことを特徴とする、
請求項１に記載の自走式農業用灌漑車両。
【請求項４】
前記動力装置（１０）は、動力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、４つの出力駆
動軸（１０２）、２つの伝動接続装置（１０３）を含み、前記動力設備本体（１００）は
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、ガソリンエンジンを採用し、走行設備（１１）の前輪の回転駆動軸（１１１）は、１つ
の伝動接続装置（１０３）によって第一出力駆動軸（１０２）に接続され、走行設備（１
１）の後輪の回転駆動軸（１１１）は、別の伝動接続装置（１０３）によって第二出力駆
動軸（１０２）に接続され、前記第一連動ギア（１３０）は、第一ベルト（１３１）によ
って第三出力駆動軸（１０２）に接続され、前記第二連動ギア（１４０）は、第二ベルト
（１４１）によって第四出力駆動軸（１０２）に接続される、ことを特徴とする、
請求項１に記載の自走式農業用灌漑車両。
【請求項５】
前記自走式給水車（１）には、両方向モーター（１３２）が設けられ、前記両方向モータ
ー（１３２）は第一連動ギア（１３０）と接続される、ことを特徴とする、
請求項１～4のいずれか１項に記載の自走式農業用灌漑車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、農業灌漑の技術分野に関し、具体的に自走式農業用灌漑車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
既存のピボット灌漑装置は、一般的には、中央支持軸式スプリンクラーを使用し、スプリ
ンクラーの回転支持軸を灌漑面積の中央に固定し、鉄筋コンクリート支持ベースに固定し
、支持軸の中央下端は井戸ポンプの出口管または圧力管に接続され、上端は回転機構によ
って回転湾曲管に接続され、トラス上のスプレーシステムにより農作物に水をスプレーす
る節水増産灌漑機である。中央支持軸式スプリンクラーは支持軸シートの中央から外側に
放射されるため、固定支点は使用中の灌漑面積を大きく制限し、同時に、その灌漑面積は
円形であるため、実際の適用では灌漑が重複するかまたは灌漑できない地域が必然的に生
じることになり、また、設備全体に鉄筋コンクリート支持ベースの製造および灌漑用水に
必要な井戸の建設を必要とするため、その全体的な製造コストが高くなる。
【発明の概要】
【０００３】
　上記の問題に鑑み、本発明は、自走式農業用灌漑車両を提供し、中央支持軸式スプリン
クラーによる灌漑が重複するかまたは灌漑できない地域という問題が回避され、コストを
大幅に低減させる。
【０００４】
　本発明の技術的解決手段について、自走式農業用灌漑車両は、自走式給水車、自走式補
助車、およびスプレーシステムを含み、前記自走式給水車は、移動するための走行設備、
支持するための支持フレーム、支持フレームに設けられて送水ホースを巻くためのウイン
チ装置、および支持フレームに設けられて水を輸送するためのポンプ装置を含む。
【０００５】
　前記支持フレームは、第一支持フレームおよび第二支持フレームを含み、前記第二支持
フレームは前記第一支持フレームの上端に設けられ、かつウインチ装置は第一支持フレー
ムに設けられ、ポンプ装置は第二支持フレームに設けられる。
【０００６】
　前記スプレーシステムは、一端が閉鎖した送水管、および送水管に均等に配置されたノ
ズル装置を含み、前記送水管の入口端はポンプ装置の出力端に接続され、送水管の閉鎖端
は自走式補助車に設けられる。
【０００７】
　前記自走式給水車に動力装置が設けられ、前記動力装置は、動力設備本体、駆動装置、
複数の出力駆動軸および複数の伝動接続装置を含み、前記動力装置本体は、動力エンジン
またはモーターのうちのいずれかを採用することができ、前記駆動装置は、ギアボックス
を採用し、動力設備本体の出力端はギアボックスに接続され、走行設備の回転駆動軸は、
１つの伝動接続装置によって１つの出力駆動軸に接続され、ウインチ装置の中心軸の一端
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には第一連動ギアが設けられ、前記第一連動ギアは第一ベルトによって１つの出力駆動軸
に接続され、前記ポンプ装置のファン軸の一端に第二連動ギアが設けられ、前記第二連動
ギアは、第二ベルトによって１つの出力駆動軸に接続される。
【０００８】
　自走式補助車の走行構造は自走式給水車と同じである。
【０００９】
　さらに、動力装置は、動力設備本体、駆動装置、２つの出力駆動軸、１つの伝動接続装
置を含み、前記動力設備本体は、モーターを採用し、走行設備の回転駆動軸は、伝動接続
装置によって１つの出力駆動軸に接続され、前記第二連動ギア、第一連動ギアはそれぞれ
、第一ベルト、第二ベルトによって別の出力駆動軸に接続される。
【００１０】
　さらに、前記動力装置は、動力設備本体、駆動装置、２つの出力駆動軸、２つの伝動接
続装置を含み、前記動力設備本体は、モーターを採用し、走行設備の前輪の回転駆動軸は
、１つの伝動接続装置によって１つの出力駆動軸に接続され、走行設備の後輪の回転駆動
軸は、別の伝動接続装置によって別の出力駆動軸に接続され、前記第一連動ギアは、第一
ベルトによって１つの出力駆動軸に接続され、前記第二連動ギアは、第二ベルトによって
別の出力駆動軸に接続され、前、後の二重駆動方法により、走行に十分な動力を効果的に
もたらすことができ、さらに、ベルトウインチ装置、ポンプ装置が２つの駆動軸上に独立
して配置されることによって、１つの駆動軸にかかる負荷が大きすぎるために発生する電
力不足を効果的に回避することができる。
【００１１】
　さらに、前記動力装置は、動力設備本体、駆動装置、４つの出力駆動軸、２つの伝動接
続装置を含み、前記動力設備本体は、ガソリンエンジンを採用し、走行設備の前輪の回転
駆動軸は、１つの伝動接続装置によって第一出力駆動軸に接続され、走行設備の後輪の回
転駆動軸は、別の伝動接続装置によって第二出力駆動軸に接続され、前記第一連動ギアは
、第一ベルトによって第三出力駆動軸に接続され、前記第二連動ギアは、第二ベルトによ
って第四出力駆動軸に接続され、使用中に、走行設備の前輪および後輪の回転駆動軸、ウ
インチ装置の第一連動ギア、ポンプ装置の第二連動ギアは、それぞれ独立した出力駆動軸
によって接続され、動力の利用は最大化することができる。
【００１２】
　さらに、前記自走式給水車は、複数の自走式補助車および複数のスプレーシステムと共
に使用され、自走式補助車およびスプレーシステムを大幅に展開して利用することができ
、灌漑面積を最大化させ、より効率的にする。
【００１３】
　さらに、前記自走式給水車には、両方向モーターが設けられ、前記両方向モーターは第
一連動ギアと接続され、両方向モーターによってウインチ装置への独立制御を実現するこ
とができ、より使用しやすい。
【００１４】
　さらに、スプレーシステムは、保護湾曲ブラケットをさらに含み、前記保護湾曲ブラケ
ットに均等に複数のバックルが設けられ、第二支持フレーム上に第一取り付けブラケット
が設けられ、自走式補助車に第二取り付けブラケットが設けられ、前記保護湾曲ブラケッ
トの両端は、第一取り付けブラケット、第二取り付けブラケット上に可動に設けることが
でき、かつ、保護湾曲ブラケットはバックルによって送水管を固定することができ、使用
中にこの装置の安定性を効果的に向上することができる。
【００１５】
　有益な効果は、支持軸シートの中央から外側に放射される中央支持軸式の灌漑方法の代
わりに、自走式車体を採用し、灌漑面積の制限を効果的に解決し、また、本発明の装置は
支持点で水を摂取する必要がなく、そしていかなる地域でも水を摂取することを選択する
ため、従来の灌漑方法と比べては井戸を建設する必要がなく、コストを節約し、そして普
及に適していることである。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は本発明の実施例１、２の構造概略図である。
【図２】図２は本発明の実施例１における自走式給水車の構造概略図である。
【図３】図３は本発明の実施例１における自走式給水車の原理構造概略図である。
【図４】図４は本発明の実施例２における自走式給水車の原理構造概略図である。
【図５】図５は本発明の実施例３の構造概略図である。
【図６】図６は本発明の実施例３における自走式給水車の爆発図である。
【図７】図７は本発明の実施例３における自走式給水車の原理構造概略図である。
【図８】図８は本発明の実施例３におけるバックルの構造概略図である。
【図９】図９は本発明の実施例１、２の灌漑フローチャートである。
【図１０】図１０は本発明の実施例３の灌漑フローチャートである。　ここで、１－自走
式給水車、１０－動力装置、１００－設備本体、１０１－駆動装置、１０２－出力駆動軸
、１０３－伝動接続装置、１１－走行設備、１１１－回転駆動軸、１２－支持フレーム、
１２１－第一支持フレーム、１２２－第二支持フレーム、１２３－第一取り付けブラケッ
ト、１３－ウインチ装置、１３０－第一連動ギア、１３１－第一ベルト、１３２－両方向
モーター、１４－ポンプ装置、１４０－第二連動ギア、１４１－第二ベルト、２－自走式
補助車、３－スプレーシステム、４－保護湾曲ブラケット、４１－バックル。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　実施例１
　図１、２に示すような自走式農業用灌漑車両は、自走式給水車１、自走式補助車２、お
よびスプレーシステム３を含み、前記自走式給水車１は、移動するための走行設備１１、
支持するための支持フレーム１２、支持フレーム１２に設けられて送水ホースを巻くため
のウインチ装置１３、および支持フレーム１２に設けられて水を輸送するためのポンプ装
置１４を含む。
【００１８】
　支持フレーム１２は、第一支持フレーム１２１および第二支持フレーム１２２を含み、
第二支持フレーム１２２は支持フレーム１２１の上端に設けられ、かつウインチ装置１３
は第一支持フレーム１２１に設けられ、ポンプ装置１４は第二支持フレーム１２２に設け
られる。
【００１９】
　スプレーシステム３は、一端が閉鎖した送水管、および送水管に均等に配置されたノズ
ル装置を含み、送水管の入口端はポンプ装置１４の出力端に接続され、送水管の閉鎖端は
自走式補助車２に設けられる。
【００２０】
　図３に示すとおり、自走式給水車１に動力装置１０が設けられ、動力装置１０は、動力
設備本体１００、駆動装置１０１、２つの出力駆動軸１０２、１つの伝動接続装置１０３
を含み、動力設備本体１００は、モーターを採用することができ、駆動装置１０１は、ギ
アボックスを採用し、動力設備本体１００の出力端はギアボックスに接続され、走行設備
１１の回転駆動軸１１１は、伝動接続装置１０３によって１つの出力駆動軸１０２に接続
され、ウインチ装置１３の中心軸の一端には第一連動ギア１３０が設けられ、第一連動ギ
ア１３０は、第一ベルト１３１によって別の出力駆動軸１０２に接続され、ポンプ装置１
４のファン軸の一端に第二連動ギア１４０が設けられ、第二連動ギア１４０は、第二ベル
ト１４１によって別の出力駆動軸１０２に接続される。
【００２１】
　自走式補助車２の走行構造は自走式給水車１と同じである。
【００２２】
　図９に示すとおり、使用前、本装置を灌漑地域に移動し、続いて導水管を通して送水ホ
ースのポートに水源を向け、使用中、モーターは、駆動装置１０１によって出力駆動軸１
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０２に動力を伝達し、続いて伝動接続装置１０３によって走行設備１１の回転駆動軸１１
１に伝達し、トロリーが前進し、モーターは、駆動装置１０１によって出力駆動軸１０２
に動力を伝達し、続いて第一ベルト１３１、第一ベルト１４１によってウインチ装置１３
、ポンプ装置１４にそれぞれ伝達し、ウインチ装置の回転で送水ホースが並んで、ポンプ
装置は水をスプレーシステム３にポンピングして灌漑し、使用後、次の使用のために人力
によって送水ホースをウインチ装置１３に巻く。
【００２３】
　実施例２
　実施例１との違いについて、図４に示すとおり、動力装置１０は、動力設備本体１００
、駆動装置１０１、２つの出力駆動軸１０２、２つの伝動接続装置１０３を含み、動力設
備本体１００は、モーターを採用し、走行設備１１の前輪の回転駆動軸１１１は、１つの
伝動接続装置１０３によって１つの出力駆動軸１０２に接続され、走行設備１１の後輪の
回転駆動軸１１１は、別の伝動接続装置１０３によって別の出力駆動軸１０２に接続され
、第一連動ギア１３０は、第一ベルト１３１によって１つの出力駆動軸１０２に接続され
、第二連動ギア１４０は、第二ベルト１４１によって別の出力駆動軸１０２に接続される
。
【００２４】
　使用中、実施例１との違いについて、モーターは、駆動装置１０１によって出力駆動軸
１０２に動力を伝達し、続いて伝動接続装置１０３によって走行装置１１の前、後輪の回
転駆動軸１１１に伝達し、かつ第一ベルト１３１、第二ベルト１４１は、前、後輪の駆動
軸１０２にそれぞれ接続される。
【００２５】
　実施例３
　実施例１との違いについて、図５に示すとおり、自走式給水車１は、２つの自走式補助
車３および２つのスプレーシステム３と共に使用される。
【００２６】
　図７に示すとおり、動力装置１０は、動力設備本体１００、駆動装置１０１、４つの出
力駆動軸１０２、２つの伝動接続装置１０３を含み、動力設備本体１００は、ガソリンエ
ンジンを採用し、走行設備１１の前輪の回転駆動軸１１１は、１つの伝動接続装置１０３
によって第一出力駆動軸１０２に接続され、走行設備１１の後輪の回転駆動軸１１１は、
別の伝動接続装置１０３によって第二出力駆動軸１０２に接続され、前記第一連動ギア１
３０は、第一ベルト１３１によって第三出力駆動軸１０２に接続され、前記第二連動ギア
１４０は、第二ベルト１４１によって第四出力駆動軸１０２に接続され、自走式給水車に
は、両方向モーター１３２が設けられ、両方向モーター１３２は第一連動ギア１３０と接
続される。
【００２７】
　図５、６、８に示すとおり、スプレーシステム３は、保護湾曲ブラケット４をさらに含
み、保護湾曲ブラケット４に均等に複数のバックル４１が設けられ、第二支持フレーム１
２２上に第一取り付けブラケット１２３が設けられ、自走式補助車２に第二取り付けブラ
ケットが設けられ、保護湾曲ブラケット４の両端は、第一取り付けブラケット１２３、第
二取り付けブラケット上に可動に設けることができ、かつ、保護湾曲ブラケット４はバッ
クル４１によって送水管を固定することができる。
【００２８】
　図１０に示すとおり、実施例との違いについて、使用前、両方向モーター１３２を使用
して送水ホースを十分に長く置かれた後、導水管の助けなしで水源に導かれ、また、使用
前、保護湾曲ブラケット４を取り付け、バックル４１によって送水管を固定して使用し、
使用中、走行設備１１の前、後輪の回転駆動軸１１１、ウインチ装置１３の第一連動ギア
１３０、ポンプ装置１４の第二連動ギア１４０は、独立した出力駆動軸１０２によってそ
れぞれ接続され、また、使用後、次の使用のために独立して設けられた両方向モーター１
３２によって送水ホースをウインチ装置１３に巻く。
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【００２９】
　適用例
　実施例１～３によって製造された灌漑車両を専門協力麦畑で使用して灌漑実験を行い、
灌漑対象となる農家の５００ムーの地域は、第一地域、第二地域、第三地域、第四地域、
および第五地域に分けられ、かつ各地域はいずれも１００ムーであり、第一地域、第二地
域、第三地域はそれぞれ実施例１、実施例２、実施例３によって製造された灌漑車両で灌
漑し、第四地域はポインタ式灌漑装置で灌漑し、第五地域は従来の畑地灌漑方法で灌漑し
、灌漑強度が一致している場合、各地域の具体的な灌漑状況は以下のとおりである。
【００３０】

【００３１】
結論：本発明の灌漑車両で灌漑する場合、従来の畑地灌漑の灌漑方法および灌漑設備と比
較して、水の消費量が大幅に低減され、かつ労働に必要な労力が少なく、多くの時間と費
用を節約することができる。
最後に、上記の実施例は、本発明の技術的解決手段を説明するために使用されるに過ぎず
、それに限定されないことに留意されたい。
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【図４】

【図５】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月2日(2019.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自走式農業用灌漑車両であって、自走式給水車（１）、自走式補助車（２）、およびス
プレーシステム（３）を含み、
　前記自走式給水車（１）は、移動するための走行設備（１１）、支持するための支持フ
レーム（１２）、支持フレーム（１２）に設けられて送水ホースを巻くためのウインチ装
置（１３）、および支持フレーム（１２）に設けられて水を輸送するためのポンプ装置（
１４）を含み、
　前記支持フレーム（１２）は、第一支持フレーム（１２１）および第二支持フレーム（
１２２）を含み、前記第二支持フレーム（１２２）は支持フレーム（１２１）の上端に設
けられ、かつウインチ装置（１３）は第一支持フレーム（１２１）に設けられ、ポンプ装
置（１４）は第二支持フレーム（１２２）に設けられ、
　前記スプレーシステム（３）は、一端が閉鎖した送水管、および送水管に均等に配置さ
れたノズル装置を含み、前記送水管の入口端はポンプ装置（１４）の出力端に接続され、
送水管の閉鎖端は自走式補助車（２）に設けられ、
　前記自走式給水車（１）に動力装置（１０）が設けられ、前記動力装置（１０）は、動
力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、複数の出力駆動軸（１０２）、複数の伝動
接続装置（１０３）を含み、前記動力装置本体（１００）は、動力エンジンまたはモータ
ーのうちのいずれかを使用することができ、前記駆動装置（１０１）は、ギアボックスを
採用し、動力設備本体（１００）の出力端はギアボックスに接続され、走行設備（１１）
の回転駆動軸（１１１）は、１つの伝動接続装置（１０３）によって１つの出力駆動軸（
１０２）に接続され、ウインチ装置（１３）の中心軸の一端には第一連動ギア（１３０）
が設けられ、前記第一連動ギア（１３０）は第一ベルト（１３１）によって１つの出力駆
動軸（１０２）に接続され、前記ポンプ装置（１４）のファン軸の一端に第二連動ギア（
１４０）が設けられ、前記第二連動ギア（１４０）は、第二ベルト（１４１）によって１
つの出力駆動軸（１０２）に接続され、
　前記自走式補助車（２）の走行構造は自走式給水車（１）と同じであり、
　前記動力装置（１０）は、動力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、２つの出力
駆動軸（１０２）、１つの伝動接続装置（１０３）を含み、前記動力設備本体（１００）
は、モーターを採用し、走行設備（１１）の回転駆動軸（１１１）は、伝動接続装置（１
０３）によって１つの出力駆動軸（１０２）に接続され、前記第二連動ギア（１４０）、
第一連動ギア（１３０）はそれぞれ、第一ベルト（１３１）、第二ベルト（１４１）によ
って別の出力駆動軸（１０２）に接続され、
　前記動力装置（１０）は、動力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、２つの出力
駆動軸（１０２）、２つの伝動接続装置（１０３）を含み、前記動力設備本体（１００）
は、モーターを採用し、走行設備（１１）の前輪の回転駆動軸（１１１）は、１つの伝動
接続装置（１０３）によって１つの出力駆動軸（１０２）に接続され、走行設備（１１）
の後輪の回転駆動軸（１１１）は、別の伝動接続装置（１０３）によって別の出力駆動軸
（１０２）に接続され、前記第一連動ギア（１３０）は、第一ベルト（１３１）によって
１つの出力駆動軸（１０２）に接続され、前記第二連動ギア（１４０）は、第二ベルト（
１４１）によって別の出力駆動軸（１０２）に接続され、
　前記動力装置（１０）は、動力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、４つの出力
駆動軸（１０２）、２つの伝動接続装置（１０３）を含み、前記動力設備本体（１００）



(11) JP 2021-3003 A 2021.1.14

は、ガソリンエンジンを採用し、走行設備（１１）の前輪の回転駆動軸（１１１）は、１
つの伝動接続装置（１０３）によって第一出力駆動軸（１０２）に接続され、走行設備（
１１）の後輪の回転駆動軸（１１１）は、別の伝動接続装置（１０３）によって第二出力
駆動軸（１０２）に接続され、前記第一連動ギア（１３０）は、第一ベルト（１３１）に
よって第三出力駆動軸（１０２）に接続され、前記第二連動ギア（１４０）は、第二ベル
ト（１４１）によって第四出力駆動軸（１０２）に接続され、
　前記自走式給水車（１）には、両方向モーター（１３２）が設けられ、前記両方向モー
ター（１３２）は第一連動ギア（１３０）と接続され、
　前記スプレーシステム（３）は、保護湾曲ブラケット（４）をさらに含み、前記保護湾
曲ブラケット（４）に均等に複数のバックル（４１）が設けられ、前記第二支持フレーム
（１２２）上に第一取り付けブラケット（１２３）が設けられ、前記自走式補助車（２）
に第二取り付けブラケットが設けられ、前記保護湾曲ブラケット（４）の両端は、前記第
一取り付けブラケット（１２３）、前記第二取り付けブラケット上に可動に設けることが
でき、かつ、前記保護湾曲ブラケット（４）は前記バックル（４１）によって前記送水管
を固定することができる、
　ことを特徴とする自走式農業用灌漑車両。
【手続補正書】
【提出日】令和1年12月13日(2019.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自走式農業用灌漑車両であって、自走式給水車（１）、自走式補助車（２）、およびス
プレーシステム（３）を含み、
　前記自走式給水車（１）は、移動するための走行設備（１１）、支持するための支持フ
レーム（１２）、支持フレーム（１２）に設けられて送水ホースを巻くためのウインチ装
置（１３）、および支持フレーム（１２）に設けられて水を輸送するためのポンプ装置（
１４）を含み、
　前記支持フレーム（１２）は、第一支持フレーム（１２１）および第二支持フレーム（
１２２）を含み、前記第二支持フレーム（１２２）は支持フレーム（１２１）の上端に設
けられ、かつウインチ装置（１３）は第一支持フレーム（１２１）に設けられ、ポンプ装
置（１４）は第二支持フレーム（１２２）に設けられ、
　前記スプレーシステム（３）は、一端が閉鎖した送水管、および送水管に均等に配置さ
れたノズル装置を含み、前記送水管の入口端はポンプ装置（１４）の出力端に接続され、
送水管の閉鎖端は自走式補助車（２）に設けられ、
　前記自走式給水車（１）に動力装置（１０）が設けられ、前記動力装置（１０）は、動
力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、複数の出力駆動軸（１０２）、複数の伝動
接続装置（１０３）を含み、前記動力装置本体（１００）は、動力エンジンまたはモータ
ーのうちのいずれかを使用することができ、前記駆動装置（１０１）は、ギアボックスを
採用し、動力設備本体（１００）の出力端はギアボックスに接続され、走行設備（１１）
の回転駆動軸（１１１）は、１つの伝動接続装置（１０３）によって１つの出力駆動軸（
１０２）に接続され、ウインチ装置（１３）の中心軸の一端には第一連動ギア（１３０）
が設けられ、前記第一連動ギア（１３０）は第一ベルト（１３１）によって１つの出力駆
動軸（１０２）に接続され、前記ポンプ装置（１４）のファン軸の一端に第二連動ギア（
１４０）が設けられ、前記第二連動ギア（１４０）は、第二ベルト（１４１）によって１
つの出力駆動軸（１０２）に接続され、
　前記自走式補助車（２）の走行構造は自走式給水車（１）と同じであり、
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　前記動力装置（１０）は、動力設備本体（１００）、駆動装置（１０１）、４つの出力
駆動軸（１０２）、２つの伝動接続装置（１０３）を含み、前記動力設備本体（１００）
は、ガソリンエンジンを採用し、走行設備（１１）の前輪の回転駆動軸（１１１）は、１
つの伝動接続装置（１０３）によって第一出力駆動軸（１０２）に接続され、走行設備（
１１）の後輪の回転駆動軸（１１１）は、別の伝動接続装置（１０３）によって第二出力
駆動軸（１０２）に接続され、前記第一連動ギア（１３０）は、第一ベルト（１３１）に
よって第三出力駆動軸（１０２）に接続され、前記第二連動ギア（１４０）は、第二ベル
ト（１４１）によって第四出力駆動軸（１０２）に接続され、
　前記自走式給水車（１）には、両方向モーター（１３２）が設けられ、前記両方向モー
ター（１３２）は第一連動ギア（１３０）と接続され、
　前記スプレーシステム（３）は、保護湾曲ブラケット（４）をさらに含み、前記保護湾
曲ブラケット（４）に均等に複数のバックル（４１）が設けられ、前記第二支持フレーム
（１２２）上に第一取り付けブラケット（１２３）が設けられ、前記自走式補助車（２）
に第二取り付けブラケットが設けられ、前記保護湾曲ブラケット（４）の両端は、前記第
一取り付けブラケット（１２３）、前記第二取り付けブラケット上に可動に設けることが
でき、かつ、前記保護湾曲ブラケット（４）は前記バックル（４１）によって前記送水管
を固定することができる、
　ことを特徴とする自走式農業用灌漑車両。
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